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傍聴にお越しください
～どなたでも傍聴できます～

◎　聴覚に障がいのある方が傍聴の際に、手話通訳が
　ご利用できます。
　※７日前までに市福祉課でお手続きをお願いいたします。

◎　車いす利用者の方の議場における傍聴が可能です。
　※ご利用の方は前日までに議会事務局にご連絡ください。



議会報　告会　
　を開催し　ました！　　

■ 開 催 日 時    令和元年５月１８日（土）　１０:００～１１:４０
■ 開 催 会 場　 稲沢市勤労福祉会館 第１～５研修室　　
■ 来　場　者　 ２８名

（１）開会の挨拶
（２）議長挨拶
（３）出席議員自己紹介
（４）総務委員会の報告
（５）文教厚生委員会の報告
（６）経済建設委員会の報告

アンケートでのご意見
◎開催の最適な曜日、開催場所・時間等の要望・御意見
・議員がいろいろな場で参加を呼びかけていたが、２年前に比べ参加者が少なかった。
　さらなる呼びかけを。
・土・日の開催は、市民のみなさんが参加しやすいので、良いと思う。
・回数を増やして開催して欲しい。
・サービス業で土・日勤務のため午後６時以降が望ましい。

◎本日の感想、議会への要望・御意見
・大変勉強になりました。認知症の意見も勉強になった。
・議会で審議した内容と市の事業内容との関連等がよくわからなかった。
・懇談会に分かれるのに、主たるテーマを限るのはどうか。内容は濃くなるが、他の事で意見・
　質問のある人は。
・もっと情報をたくさん取り入れ、活発化して行って頂きたい。
・初めて参加したが参加者が少なく驚いた。稲沢市が平和なのか議員の方々の問題提起が下手な
　のか。
・議会報告会は年に数回開くと稲沢市民の意見が聞けると考える。
・委員会報告が１委員会終わった時点で質問を受けてほしい。
・全体的に書いてある事を読むだけでなく、それに対して、一言委員長さんの言葉が欲しい。
・懇談会は座談会で終わり。質問しても回答がない。司会かまとめ役が必要である。
　この懇談会の内容が議会に反映されるのかどうかと思った。

　　　○　上記のご意見を参考によりよい議会報告会になるよう、改善をしていきます。
　　　　　また、懇談会でいただいたご意見につきましても、よりよい稲沢市の実現のために
　　　　　活用させていただきます。

＜主な意見＞
①　（今の段階では平面図等は出せないという話だが）契約した段階で内部についての状況は分
　　かるのか。
②　福祉の拠点としてワンストップでという話があったが、人によっては、高齢介護課など他課
　　に行く必要があると思うが。雨にぬれなくて行き来ができるのか。
③　防災ボランティアをしているが、災害時のボランティアセンターの本部の立ち上げや日常の
　　活動のために部屋が必要である。ボランティア室があると言っていたが、どれぐらいの広さ
　　で、専属で使えるのかをお聞きしたい。また、危機管理課や社会福祉協議会の手伝いができ
　　るよう体制をつくるうえで常勤できるようにしていただきたいのだが。
④　防災対策の拠点を兼ねるということで、新分庁舎でどの程度考えられているのか。
⑤　危機管理課は経験や知識が豊富な方が必要だが、人が変わっていった際、災害時に機能でき
　　るのか。そういった所も考え、人員配置についても考えなければいけないのでは。
　　ベテランの職員が他部署に異動になっても、災害時には協力体制を整える。部署ごとに完全
　　に分ける体制ではなく市全体で過去の経験者を柔軟に対応させることができるようにしてほ
　　しい。
⑥　会議室ができたら、自主防災会、区長、民生委員を新分庁舎に呼んで、できるだけ連絡を密
　　にして、お互いが知識を深めるような交流会を行っていただければ。地域ごとや行政・区に
　　まかせるだけでなく一丸となった災害対策として交流制度があってもいいのでは。
⑦　できた時に内覧会はあるのか。
⑧　屋上に災害対策ヘリが降りられるような機能はあるのか。(液状化で道路は無理)
⑨　災害用の器材（備蓄）はどこに置くのか。
⑩　自助、共助で、市民の方に啓発をしているが、最後は公助で市にお願いしなければならない。
　　もう少し備蓄についても多く確保できるよう考えてほしい。

第１部　報告会 第２部　懇談会

（１）懇談テーマの説明
（２）各常任委員会のテーマに関する懇談
　・総 務 委 員 会：新分庁舎について
　・文教厚生委員会：認知症予防について
　・経済建設委員会：おまつり、イベントの賑わい
　　　　　　　　    創出について
（３）閉会の挨拶

委員会：総  務  委  員  会
テーマ：新分庁舎について
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議会報　告会　
　を開催し　ました！　　

＜主な意見＞
①　国府宮駅と稲沢駅の間を歩行者天国にしたり、楽器を演奏したりできるおまつりがあると良
　　い。この間は信号が少ないので、比較的やりやすいのではないか。
②　植木を美術として魅せる施設があると良い。埼玉県大宮市に同主旨の施設がある。
③　サリオパークの利用を促してほしい。もったいない。イチョウ黄葉まつりの時も、サリオパ
　　ークと連携させれば良いのではないか。出店を出し、地域にお金を落とす仕組みが必要。
④　イベント一覧にシティーマラソンがない。有力なゲストランナーを呼んでほしい。
⑤　まつりの際のバス運行にお金をとってほしい。（もっと便利にしてほしい）
⑥　人を集めるには、まつりの内容に加え、交通の便、出店などさまざまな要素が必要。稲沢イ
　　ルミネーションは、内容が寂しい。もっとお金をかけては？
⑦　メディアへの露出、活用も必要不可欠。
⑧　天皇が出席する全国植樹祭がある。植木の活用を進めてほしい。
⑨　各種まつり、イベント同士を繋げるのも良いと思う。
⑩　国分寺マルシェは、お店があるから行こうという気持ちになる。
⑪　祖父江町のまつりが多いが、交通の便が悪い。羽島駅からの連絡があっても良いのではない
　　か。
⑫　祖父江町、平和町でやってきたおまつり、イベントを洗い出して、これからもっと増やして
　　ほしい。
⑬　あじさいまつりの会場近くの街路樹を、あじさいに変えると良い。
⑭　学生など、若い感性を生かして、取り組んでほしい。

委員会：経済建設委員会
テーマ：おまつり、イベントの
　　　　賑わい創出について

＜主な意見＞
①　グループで２か月に一回、一宮の千秋病院から先生等に来てもらって、健診や体操などを行
　　っている。認知症の方もいるが、どのように対応したらいいか、どこまで見守っていかなけ
　　ればならないか、対応が難しいので悩んでいる。
②　現在、市で把握している認知症の方の数は。
③　民生・児童委員を行っているが、認知症の数は調べても出てこないと思う。個人情報の守秘
　　義務があるので、把握できない。情報をオープンにしない。
④　高齢者のふれあいサロンは、よい取り組みであるため、広げていってほしい。趣味があると
　　高齢者の方も元気でいられるので、趣味や習い事をサポートできるような高齢者の文化講座
　　を広げていっていただけるといい。そういう点ではその場所にいく足の確保が必要なので、
　　コミュニティバスなどの対策にまでつなげてほしい。
⑤　認知症予防については、人とのコミュニケーションが大切である。社会参加、社会交流が重
　　要である。
⑥　老人会を中心に認知症に対する取り組みがある地区もある。認知症の方と会話をすることが
　　大切ではないかと思う。
⑦　ふれあいサロンがいいのは分かるが、お金の話とかすごい大変。参加人数に応じて、補助す
　　べきではないか。
⑧　デイサービスも様々であり、基準も含め、対策をするためには、行政に実態把握をしてもら
　　うのが、大切である。
⑨　認知症の方の鉄道事故が起きると損害賠償責任の問題があると思うが、他市で方針（条例）
　　を打ち出している市があるが、そういった対応は稲沢市としてはどうか。

委員会：文教厚生委員会　　
テーマ：認知症について

※議会報告会の詳細につきましては、ホームページにも掲載していますので、是非ご覧ください。
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　　大切ではないかと思う。
⑦　ふれあいサロンがいいのは分かるが、お金の話とかすごい大変。参加人数に応じて、補助す
　　べきではないか。
⑧　デイサービスも様々であり、基準も含め、対策をするためには、行政に実態把握をしてもら
　　うのが、大切である。
⑨　認知症の方の鉄道事故が起きると損害賠償責任の問題があると思うが、他市で方針（条例）
　　を打ち出している市があるが、そういった対応は稲沢市としてはどうか。

委員会：文教厚生委員会　　
テーマ：認知症について

※議会報告会の詳細につきましては、ホームページにも掲載していますので、是非ご覧ください。
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問
及
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１
億
61
万
２
千
円
の
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と
な
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、
歳
出
の
主
な
内
容
は

次
の
と
お
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で
す
。
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・
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認
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症
高
齢
者
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整
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に
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介
護
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事
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１
０
２
万
円

※
万
円
未
満
切
り
捨
て

　
ま
た
、一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）
は
、
５
月
16
日
に
不
燃
ご

み
の
処
理
中
に
発
生
し
た
環
境
セ

ン
タ
ー
で
の
火
災
事
故
に
よ
り
、

停
止
し
て
い
る
不
燃
ご
み
及
び
粗

大
ご
み
の
処
理
に
つ
い
て
、
近
隣

自
治
体
及
び
民
間
企
業
へ
の
委
託

等
に
要
す
る
た
め
、
７
９
８
０
万

円
の
増
額
補
正
と
な
り
ま
し
た
。

　
次
の
請
願
に
つ
い
て
審
議
し
た

結
果
、
下
記
の
請
願
に
つ
い
て
、

い
ず
れ
も
賛
成
少
数
で
不
採
択
と

し
ま
し
た
。

請
願
第
１
号
　
公
的
年
金
制
度
の

改
善
を
国
へ
求
め
る
請
願

請
願
第
２
号
　
後
期
高
齢
者
医
療

費
の
自
己
負
担
を
２
割
に
し
な
い

こ
と
を
求
め
る
請
願

請
願
第
３
号
　「
消
費
税
10
％
増

税
の
中
止
を
求
め
る
意
見
書
」
採

択
を
求
め
る
請
願

　
４
月
臨
時
会
を
、
４
月
９
日
に

開
催
し
ま
し
た
。

　
次
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
審
議

し
た
結
果
、
賛
成
多
数
で
原
案
ど

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

議
案
第
31
号
　
稲
沢
市
税
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て　議
案
第
32
号
　
稲
沢
市
都
市
計
画

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

４
月
臨
時
会
開
催

交
通
弱
者
の
移
動
手
段
に
つ
い
て

高
齢
運
転
者
の
事
故
が
多
発
し

て
い
る
が
、
本
市
の
交
通
事
故

防
止
の
取
り
組
み
と
は
。

運
転
免
許
証
自
主
返
納
支
援
事

業
を
今
年
度
よ
り
開
始
し
た
。

自
主
返
納
し
た
高
齢
者
に
稲
沢

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
・
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
接
続
便
無
料
乗

車
券
24
枚
を
配
付
し
て
い
る
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
接
続

便
」
の
制
度
変
更
に
よ
り
利
用

者
数
は
増
加
し
た
が
、
旧
祖
父

江
地
区
と
旧
平
和
地
区
は
予
約

時
間
が
２
時
間
前
の
ま
ま
で
あ

る
。
利
便
性
向
上
の
た
め
に

は
、
旧
稲
沢
地
区
同
様
に
１
時

間
前
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

利
用
予
約
を
受
け
て
か
ら
の
車

両
確
保
、
割
引
券
発
行
な
ど
を

行
っ
た
上
で
、
確
実
に
乗
り
継

ぎ
が
で
き
る
よ
う
運
行
事
業
者

と
協
議
を
重
ね
、
地
区
に
よ
り

異
な
る
予
約
時
間
を
設
定
し
た
。

今
後
は
運
行
・
乗
継
状
況
を
調

査
、
分
析
す
る
と
と
も
に
、
改

善
に
努
め
て
い
く
。

高
齢
化
の
加
速
に
伴
い
、
交
通

弱
者
の
移
動
手
段
を
今
後
ど
の

よ
う
に
確
保
し
て
い
く
の
か
。

本
年
４
月
１
日
よ
り
、
ド
ア
ツ

ー
ド
ア
型
の
稲
沢
お
で
か
け
タ

ク
シ
ー
実
証
実
験
を
実
施
し
て

い
る
。
バ
ス
停
留
所
や
接
続
便

乗
り
場
ま
で
の
移
動
が
困
難
な

高
齢
者
や
障
が
い
者
等
を
対
象

と
し
た
も
の
で
、
利
用
状
況
を

踏
ま
え
今
後
の
事
業
展
開
を
検

討
し
て
い
く
。
ま
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
、
接
続
便
の
路
線
・

時
刻
表
に
つ
い
て
も
協
議
を
進

め
て
い
く
。

…… 議員の質問 
…… 市の答弁Q A& 質疑・一般質問 Q&A

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　聖
火
リ
レ
ー
に
つ
い
て

２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
組
織

委
員
会
か
ら
聖
火
リ
レ
ー
の
ル

ー
ト
概
要
が
発
表
さ
れ
、
本
市

も
実
施
市
に
選
定
さ
れ
た
が
内

容
は
。

来
年
の
４
月
６
日
、
７
日
の
２

日
間
15
市
で
実
施
さ
れ
、
本
市

は
４
月
６
日
の
６
番
目
で
あ
る

が
、
時
間
に
つ
い
て
は
ま
だ
、

発
表
さ
れ
て
い
な
い
。
出
発
地

を
国
府
宮
神
社
、
到
着
地
を
稲

沢
市
民
会
館
と
し
、
国
府
宮
神

社
で
ミ
ニ
セ
レ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン

と
い
う
小
規
模
な
セ
レ
モ
ニ
ー

を
実
施
す
る
。

こ
の
発
表
を
受
け
て
、
聖
火
リ

レ
ー
の
実
施
に
向
け
た
市
長
の

思
い
は
。

念
願
で
あ
っ
た
聖
火
リ
レ
ー
の

ル
ー
ト
に
本
市
が
選
ば
れ
た
こ

と
は
大
変
喜
ば
し
く
光
栄
に
思

う
。
今
後
は
実
施
に
向
け
て
で

き
る
限
り
多
く
の
市
民
、
特
に

若
い
世
代
に
一
生
に
一
度
あ
る

か
な
い
か
の
貴
重
な
聖
火
リ
レ

ー
を
実
際
目
で
見
て
、
実
感
、

体
感
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え

て
い
る
。

具
体
的
な
走
路
、
走
者
を
始
め

と
す
る
詳
細
に
つ
い
て
は
今
後

徐
々
に
決
定
し
て
い
く
と
思
わ

れ
る
が
、
本
市
の
魅
力
を
市
外

は
も
ち
ろ
ん
、
国
外
に
も
発
信

す
る
ま
た
と
な
い
機
会
で
あ

る
。
世
界
的
イ
ベ
ン
ト
を
多
く

の
市
民
の
方
に
感
動
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
最
大
の
力
を
注
い

で
い
き
た
い
。

津田敏樹議員

六鹿順二議員
2016年オリンピア市での

聖火リレーの様子
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に
つ
い
て
も
協
議
を
進

め
て
い
く
。

…… 議員の質問 
…… 市の答弁Q A& 質疑・一般質問 Q&A

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　聖
火
リ
レ
ー
に
つ
い
て

２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
組
織

委
員
会
か
ら
聖
火
リ
レ
ー
の
ル

ー
ト
概
要
が
発
表
さ
れ
、
本
市

も
実
施
市
に
選
定
さ
れ
た
が
内

容
は
。

来
年
の
４
月
６
日
、
７
日
の
２

日
間
15
市
で
実
施
さ
れ
、
本
市

は
４
月
６
日
の
６
番
目
で
あ
る

が
、
時
間
に
つ
い
て
は
ま
だ
、

発
表
さ
れ
て
い
な
い
。
出
発
地

を
国
府
宮
神
社
、
到
着
地
を
稲

沢
市
民
会
館
と
し
、
国
府
宮
神

社
で
ミ
ニ
セ
レ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン

と
い
う
小
規
模
な
セ
レ
モ
ニ
ー

を
実
施
す
る
。

こ
の
発
表
を
受
け
て
、
聖
火
リ

レ
ー
の
実
施
に
向
け
た
市
長
の

思
い
は
。

念
願
で
あ
っ
た
聖
火
リ
レ
ー
の

ル
ー
ト
に
本
市
が
選
ば
れ
た
こ

と
は
大
変
喜
ば
し
く
光
栄
に
思

う
。
今
後
は
実
施
に
向
け
て
で

き
る
限
り
多
く
の
市
民
、
特
に

若
い
世
代
に
一
生
に
一
度
あ
る

か
な
い
か
の
貴
重
な
聖
火
リ
レ

ー
を
実
際
目
で
見
て
、
実
感
、

体
感
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え

て
い
る
。

具
体
的
な
走
路
、
走
者
を
始
め

と
す
る
詳
細
に
つ
い
て
は
今
後

徐
々
に
決
定
し
て
い
く
と
思
わ

れ
る
が
、
本
市
の
魅
力
を
市
外

は
も
ち
ろ
ん
、
国
外
に
も
発
信

す
る
ま
た
と
な
い
機
会
で
あ

る
。
世
界
的
イ
ベ
ン
ト
を
多
く

の
市
民
の
方
に
感
動
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
最
大
の
力
を
注
い

で
い
き
た
い
。

津田敏樹議員

六鹿順二議員
2016年オリンピア市での

聖火リレーの様子



「
稲
沢
お
で
か
け
タ
ク
シ
ー
」の

　
実
証
実
験
に
つ
い
て

稲
沢
お
で
か
け
タ
ク
シ
ー
の
利

用
料
金
は
ど
の
よ
う
に
設
定
さ

れ
て
い
る
の
か
。

タ
ク
シ
ー
運
賃
の
２
分
の
１

で
、10
円
未
満
に
つ
い
て
は
、切

り
上
げ
た
金
額
を
お
支
払
い
い

た
だ
い
て
い
る
。ま
た
、タ
ク

シ
ー
運
賃
を
基
準
に
し
て
い
る

こ
と
か
ら「
障
が
い
者
割
引
」や

「
運
転
免
許
証
返
納
割
引
」も
活

用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

る
。

な
お
タ
ク
シ
ー
の
配
車
に
伴
う

「
お
迎
え
料
金
」に
つ
い
て
は
市

が
負
担
し
て
い
る
。

事
業
開
始
か
ら
２
か
月
が
経
過

し
て
い
る
が
、利
用
者
や
登
録

者
の
反
応
、問
題・課
題
の
整
理

は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の

か
。

「
往
路
・
復
路
」と
も
乗
車
予
定

時
刻
を「
前
日
ま
で
」に
予
約
す

る
必
要
が
あ
り
、「
復
路
」の
予

約
方
法
改
善
に
関
す
る
ご
意
見

が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
。そ
の
た

め
、令
和
元
年
５
月
１
日
か
ら

「
復
路
」の
乗
車
予
定
時
刻
が
不

明
な
場
合
は
、あ
ら
か
じ
め
復

路
の
利
用
を
予
約
し
た
上
で
、

「
乗
車
時
刻
が
確
定
し
た
段
階
」

で
連
絡
い
た
だ
き
配
車
す
る
こ

と
へ
変
更
し
た
。そ
の
結
果
、５

月
の
利
用
件
数
は
４
月
の
２
倍

近
く
と
な
っ
た
。今
後
も
、毎
月

の
利
用
状
況
を
分
析
す
る
と
と

も
に
、利
用
登
録
者
の
方
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
実
施

し
な
が
ら
、よ
り
良
い
制
度
へ

の
改
善
に
努
め
て
い
く
。

防
災
・
減
災
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

自
主
防
災
組
織
の
活
性
化
の
た

め
に
は
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
役
割

が
重
要
だ
が
、
活
動
内
容
は
。

毎
年
、
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講

座
を
行
い
、
全
講
座
受
講
の
方

を
稲
沢
市
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー

に
認
定
し
て
い
る
。
今
年
度
は

防
災
リ
ー
ダ
ー
対
象
の
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
講
座
を
開
き
、
人
材

を
育
成
す
る
。
内
容
は
、
地
域

の
防
災
訓
練
参
加
、
企
画
ま
た

は
防
災
と
減
災
の
講
座
で
あ
る
。

数
あ
る
防
災
情
報
で
、
市
民
へ

の
周
知
の
取
り
組
み
と
は
。

水
害
、
土
砂
災
害
に
か
か
る
避

難
行
動
に
変
更
が
あ
っ
た
。
５

段
階
の
警
戒
レ
ベ
ル
の
う
ち
、

３
（
高
齢
者
等
避
難
）
と
４

（
全
員
避
難
）
の
違
い
や
、

「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」

意
識
の
徹
底
を
図
っ
て
い
く
。

避
難
情
報
の
確
認
方
法
は
。

テ
レ
ビ
へ
の
情
報
提
供
、同
報

系
防
災
無
線
で
放
送
、広
報
車
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
、登
録

制
メ
ー
ル
、エ
リ
ア
メ
ー
ル
な
ど

で
情
報
を
発
信
す
る
。ま
た
区

長
へ
は
直
接
電
話
連
絡
す
る
こ

と
を
考
え
て
い
る
。

若
年
層
へ
の
啓
発
方
法
と
は
。

短
期
大
学
１
校
、
高
校
１
校
、

中
学
校
１
校
で
そ
れ
ぞ
れ
講
座

を
開
い
た
。
特
に
短
期
大
学
で

は
新
１
年
生
を
対
象
に
、
災
害

を
自
分
の
身
に
引
き
寄
せ
て
考

え
る
と
同
時
に
他
者
の
様
々
な

考
え
を
知
る
ゲ
ー
ム
「
ク
ロ
ス

ロ
ー
ド
」
を
行
っ
た
。

大
学
側
に

も
好
評
で
、

今
年
度
も

同
様
に
同

校
で
講
座

を
開
い
て

い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
は
２
０
１
５
年

に
寄
付
額
の
上
限
が
２
倍
に
引

き
上
げ
ら
れ
て
か
ら
寄
付
金
額

が
増
大
し
た
が
、
稲
沢
市
民
が

納
税
し
て
い
る
金
額
は
。

２
万
円
超
か
ら
３
万
円
ま
で
の

方
が
最
も
多
く
６
０
７
人
、
次

に
１
万
円
超
か
ら
３
万
円
ま
で

が
５
５
８
人
、
続
い
て
３
万
円

超
か
ら
４
万
円
ま
で
が
４
９
５

人
、
４
万
円
超
５
万
円
ま
で
が

４
９
０
人
で
、
ふ
る
さ
と
納
税

し
て
い
る
方
の
半
数
以
上
が
５

万
円
未
満
で
あ
っ
た
。

稲
沢
市
民
が
最
も
多
く
寄
付
し

て
い
る
自
治
体
は
。

大
阪
府
泉
佐
野
市
、
宮
崎
県
児

湯
郡
都
農
町
、
宮
崎
県
都
城

市
、
北
海
道
茅
部
郡
森
町
、
静

岡
県
駿
東
郡
小
山
町
の
順
で
あ

っ
た
。

今
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
事

業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
及
び
、
今
後

の
制
度
拡
充
へ
の
取
り
組
み

は
。

現
在
、
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
に
関
す
る
契
約
を
行

っ
た
。
今
後
、
市
内
事
業
者
へ

説
明
と
提
供
依
頼
を
し
、
お
礼

品
リ
ス
ト
を
作
成
後
、
９
月
に

受
付
サ
イ
ト
を
オ
ー
プ
ン
す
る

予
定
。

「
稲
沢
」
応
援
事
業
と
し
て
、

寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
が
本
市

を
訪
れ
、
稲
沢
ら
し
さ
を
体
感

で
き
る
よ
う
な
地
域
特
性
を
生

か
し
た
着
地
型
観
光
メ
ニ
ュ
ー

等
の
新
規
お
礼
品
の
展
開
に
向

け
た
準
備
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
国
が
示
す
上
限
基
準
で

あ
る
寄
付
額
の
３
割
程
度
の
品

物
を
お
渡
し
す
る
よ
う
努
め

る
。

種　　別 比　率
都市計画区域 100%
市街化区域 11.3%

※市街化調整区域 88.7%

住
宅
建
設
可
能
区
域
の
拡
大
に
つ
い
て

10
年
前
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
で
は
、
２
０
２
０
年
度

ま
で
に
57 

ha
の
住
宅
建
設
可
能

区
域
を
増
や
す
と
し
て
い
た

が
、
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

平
成
22
年
４
月
ス
タ
ー
ト
の
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で

は
、
名
鉄
国
府
宮
駅
と
Ｊ
Ｒ
稲

沢
駅
周
辺
に
お
い
て
、
土
地
区

画
整
理
事
業
や
地
区
計
画
の
活

用
に
よ
り
57 

ha
の
住
宅
地
の
供

給
を
図
る
方
針
を
掲
げ
、
稲
島

東
、
小
池
正
明
寺
地
区
で
取
り

組
ん
で
き
た
が
、
現
時
点
で
住

宅
地
を
供
給
で
き
て
い
な
い
。

進
捗
率
が
０
％
は
厳
し
い
数

字
。
一
宮
市
は
、
鉄
道
駅
周
辺

の
民
間
開
発
を
で
き
る
よ
う
に

し
た
。
本
市
で
も
規
制
緩
和
す

る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
際
に
気
を
付
け
て
頂
き
た

い
の
が
Ｊ
Ｒ
稲
沢
駅
で
の
経
験

で
あ
り
、
同
年
代
が
一
度
に
転

入
し
た
こ
と
で
、
保
育
園
や
学

校
の
許
容
量
を
超
え
、
数
十
年

後
に
は
介
護
の
需
要
が
局
地
的

に
増
す
と
い
う
課
題
が
あ
る
。

ど
の
よ
う
に
対
策
す
る
の
か
。

次
期
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
で
は
、新
た
な
宅
地
の
供
給

を
計
画
し
て
い
る
稲
島
東
地

区
、高
御
堂
南
地
区
、正
明
寺
地

区
は
、計
画
地
区
が
分
散
し
、小

学
校
区
も
異
な
っ
て
い
る
た
め
、

Ｊ
Ｒ
稲
沢
駅
周
辺
開
発
の
よ
う

な
事
態
は
起
こ
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。介
護
の
需
要
が
局
地

的
に
増
す
こ
と
へ
の
対
策
に
つ

い
て
は
、今
後
の
需
要
を
見
極

め
な
が
ら
対
策
を
講
じ
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

加藤孝秋議員

木村喜信議員志智　央議員

平野寛和議員

短大での講座の様子

※市街化調整区域は建築物の
　建築が制限されており、住宅
　を建築するには以下の要件
　を満たさなければならない
1　地区計画を定め都市計画
　　決定する
2　都市計画法の開発許可を
　　取得する
　  （例）分家住宅、既存宅地等

…… 議員の質問 
…… 市の答弁Q A& 質疑・一般質問 Q&A



「
稲
沢
お
で
か
け
タ
ク
シ
ー
」の

　
実
証
実
験
に
つ
い
て

稲
沢
お
で
か
け
タ
ク
シ
ー
の
利

用
料
金
は
ど
の
よ
う
に
設
定
さ

れ
て
い
る
の
か
。

タ
ク
シ
ー
運
賃
の
２
分
の
１

で
、10
円
未
満
に
つ
い
て
は
、切

り
上
げ
た
金
額
を
お
支
払
い
い

た
だ
い
て
い
る
。ま
た
、タ
ク

シ
ー
運
賃
を
基
準
に
し
て
い
る

こ
と
か
ら「
障
が
い
者
割
引
」や

「
運
転
免
許
証
返
納
割
引
」も
活

用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

る
。

な
お
タ
ク
シ
ー
の
配
車
に
伴
う

「
お
迎
え
料
金
」に
つ
い
て
は
市

が
負
担
し
て
い
る
。

事
業
開
始
か
ら
２
か
月
が
経
過

し
て
い
る
が
、利
用
者
や
登
録

者
の
反
応
、問
題・課
題
の
整
理

は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の

か
。

「
往
路
・
復
路
」と
も
乗
車
予
定

時
刻
を「
前
日
ま
で
」に
予
約
す

る
必
要
が
あ
り
、「
復
路
」の
予

約
方
法
改
善
に
関
す
る
ご
意
見

が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
。そ
の
た

め
、令
和
元
年
５
月
１
日
か
ら

「
復
路
」の
乗
車
予
定
時
刻
が
不

明
な
場
合
は
、あ
ら
か
じ
め
復

路
の
利
用
を
予
約
し
た
上
で
、

「
乗
車
時
刻
が
確
定
し
た
段
階
」

で
連
絡
い
た
だ
き
配
車
す
る
こ

と
へ
変
更
し
た
。そ
の
結
果
、５

月
の
利
用
件
数
は
４
月
の
２
倍

近
く
と
な
っ
た
。今
後
も
、毎
月

の
利
用
状
況
を
分
析
す
る
と
と

も
に
、利
用
登
録
者
の
方
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
実
施

し
な
が
ら
、よ
り
良
い
制
度
へ

の
改
善
に
努
め
て
い
く
。

防
災
・
減
災
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

自
主
防
災
組
織
の
活
性
化
の
た

め
に
は
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
役
割

が
重
要
だ
が
、
活
動
内
容
は
。

毎
年
、
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講

座
を
行
い
、
全
講
座
受
講
の
方

を
稲
沢
市
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー

に
認
定
し
て
い
る
。
今
年
度
は

防
災
リ
ー
ダ
ー
対
象
の
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
講
座
を
開
き
、
人
材

を
育
成
す
る
。
内
容
は
、
地
域

の
防
災
訓
練
参
加
、
企
画
ま
た

は
防
災
と
減
災
の
講
座
で
あ
る
。

数
あ
る
防
災
情
報
で
、
市
民
へ

の
周
知
の
取
り
組
み
と
は
。

水
害
、
土
砂
災
害
に
か
か
る
避

難
行
動
に
変
更
が
あ
っ
た
。
５

段
階
の
警
戒
レ
ベ
ル
の
う
ち
、

３
（
高
齢
者
等
避
難
）
と
４

（
全
員
避
難
）
の
違
い
や
、

「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」

意
識
の
徹
底
を
図
っ
て
い
く
。

避
難
情
報
の
確
認
方
法
は
。

テ
レ
ビ
へ
の
情
報
提
供
、同
報

系
防
災
無
線
で
放
送
、広
報
車
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
、登
録

制
メ
ー
ル
、エ
リ
ア
メ
ー
ル
な
ど

で
情
報
を
発
信
す
る
。ま
た
区

長
へ
は
直
接
電
話
連
絡
す
る
こ

と
を
考
え
て
い
る
。

若
年
層
へ
の
啓
発
方
法
と
は
。

短
期
大
学
１
校
、
高
校
１
校
、

中
学
校
１
校
で
そ
れ
ぞ
れ
講
座

を
開
い
た
。
特
に
短
期
大
学
で

は
新
１
年
生
を
対
象
に
、
災
害

を
自
分
の
身
に
引
き
寄
せ
て
考

え
る
と
同
時
に
他
者
の
様
々
な

考
え
を
知
る
ゲ
ー
ム
「
ク
ロ
ス

ロ
ー
ド
」
を
行
っ
た
。

大
学
側
に

も
好
評
で
、

今
年
度
も

同
様
に
同

校
で
講
座

を
開
い
て

い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
は
２
０
１
５
年

に
寄
付
額
の
上
限
が
２
倍
に
引

き
上
げ
ら
れ
て
か
ら
寄
付
金
額

が
増
大
し
た
が
、
稲
沢
市
民
が

納
税
し
て
い
る
金
額
は
。

２
万
円
超
か
ら
３
万
円
ま
で
の

方
が
最
も
多
く
６
０
７
人
、
次

に
１
万
円
超
か
ら
３
万
円
ま
で

が
５
５
８
人
、
続
い
て
３
万
円

超
か
ら
４
万
円
ま
で
が
４
９
５

人
、
４
万
円
超
５
万
円
ま
で
が

４
９
０
人
で
、
ふ
る
さ
と
納
税

し
て
い
る
方
の
半
数
以
上
が
５

万
円
未
満
で
あ
っ
た
。

稲
沢
市
民
が
最
も
多
く
寄
付
し

て
い
る
自
治
体
は
。

大
阪
府
泉
佐
野
市
、
宮
崎
県
児

湯
郡
都
農
町
、
宮
崎
県
都
城

市
、
北
海
道
茅
部
郡
森
町
、
静

岡
県
駿
東
郡
小
山
町
の
順
で
あ

っ
た
。

今
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
事

業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
及
び
、
今
後

の
制
度
拡
充
へ
の
取
り
組
み

は
。

現
在
、
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
に
関
す
る
契
約
を
行

っ
た
。
今
後
、
市
内
事
業
者
へ

説
明
と
提
供
依
頼
を
し
、
お
礼

品
リ
ス
ト
を
作
成
後
、
９
月
に

受
付
サ
イ
ト
を
オ
ー
プ
ン
す
る

予
定
。

「
稲
沢
」
応
援
事
業
と
し
て
、

寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
が
本
市

を
訪
れ
、
稲
沢
ら
し
さ
を
体
感

で
き
る
よ
う
な
地
域
特
性
を
生

か
し
た
着
地
型
観
光
メ
ニ
ュ
ー

等
の
新
規
お
礼
品
の
展
開
に
向

け
た
準
備
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
国
が
示
す
上
限
基
準
で

あ
る
寄
付
額
の
３
割
程
度
の
品

物
を
お
渡
し
す
る
よ
う
努
め

る
。

種　　別 比　率
都市計画区域 100%
市街化区域 11.3%

※市街化調整区域 88.7%

住
宅
建
設
可
能
区
域
の
拡
大
に
つ
い
て

10
年
前
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
で
は
、
２
０
２
０
年
度

ま
で
に
57 

ha
の
住
宅
建
設
可
能

区
域
を
増
や
す
と
し
て
い
た

が
、
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

平
成
22
年
４
月
ス
タ
ー
ト
の
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で

は
、
名
鉄
国
府
宮
駅
と
Ｊ
Ｒ
稲

沢
駅
周
辺
に
お
い
て
、
土
地
区

画
整
理
事
業
や
地
区
計
画
の
活

用
に
よ
り
57 

ha
の
住
宅
地
の
供

給
を
図
る
方
針
を
掲
げ
、
稲
島

東
、
小
池
正
明
寺
地
区
で
取
り

組
ん
で
き
た
が
、
現
時
点
で
住

宅
地
を
供
給
で
き
て
い
な
い
。

進
捗
率
が
０
％
は
厳
し
い
数

字
。
一
宮
市
は
、
鉄
道
駅
周
辺

の
民
間
開
発
を
で
き
る
よ
う
に

し
た
。
本
市
で
も
規
制
緩
和
す

る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
際
に
気
を
付
け
て
頂
き
た

い
の
が
Ｊ
Ｒ
稲
沢
駅
で
の
経
験

で
あ
り
、
同
年
代
が
一
度
に
転

入
し
た
こ
と
で
、
保
育
園
や
学

校
の
許
容
量
を
超
え
、
数
十
年

後
に
は
介
護
の
需
要
が
局
地
的

に
増
す
と
い
う
課
題
が
あ
る
。

ど
の
よ
う
に
対
策
す
る
の
か
。

次
期
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
で
は
、新
た
な
宅
地
の
供
給

を
計
画
し
て
い
る
稲
島
東
地

区
、高
御
堂
南
地
区
、正
明
寺
地

区
は
、計
画
地
区
が
分
散
し
、小

学
校
区
も
異
な
っ
て
い
る
た
め
、

Ｊ
Ｒ
稲
沢
駅
周
辺
開
発
の
よ
う

な
事
態
は
起
こ
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。介
護
の
需
要
が
局
地

的
に
増
す
こ
と
へ
の
対
策
に
つ

い
て
は
、今
後
の
需
要
を
見
極

め
な
が
ら
対
策
を
講
じ
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

加藤孝秋議員

木村喜信議員志智　央議員

平野寛和議員

短大での講座の様子

※市街化調整区域は建築物の
　建築が制限されており、住宅
　を建築するには以下の要件
　を満たさなければならない
1　地区計画を定め都市計画
　　決定する
2　都市計画法の開発許可を
　　取得する
　  （例）分家住宅、既存宅地等

…… 議員の質問 
…… 市の答弁Q A& 質疑・一般質問 Q&A



平
和
地
区
の
中
心
整
備
と

　
平
和
ら
く
ら
く
プ
ラ
ザ
に
つ
い
て

「
国
府
宮
駅
周
辺
再
整
備
優
先

　
で
い
い
の
か
」に
つ
い
て

「
市
街
地
再
開
発
事
業
」
で
取

り
組
む
計
画
は
、
今
年
度
基
本

計
画
を
策
定
し
23
年
に
組
合
設

立
、
26
年
度
工
事
着
手
、
事
業

予
算
は
、
事
業
の
決
定
後
に
明

確
に
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
が
、
整
備
区
域
の
地
権
者
の

賛
同
は
得
ら
れ
て
い
る
の
か
。

現
在
は
構
想
段
階
で
地
権
者
全

員
の
意
向
把
握
は
で
き
て
い
な
い
。

完
成
に
10
年
以
上
か
か
る
。
そ

の
間
、
国
府
宮
駅
ロ
ー
タ
リ
ー

の
混
雑
を
放
置
す
る
の
か
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
」
は
、

名
鉄
バ
ス
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し

便
利
に
な
っ
た
。
ま
だ
、
余
裕

が
あ
る
の
で
企
業
の
送
迎
バ
ス

も
利
用
で
き
る
よ
う
、
名
鉄
と

交
渉
す
べ
き
で
は
。

企
業
の
意
向
調
査
も
し
、
名
鉄

バ
ス
セ
ン
タ
ー
利
用
の
可
能
性

も
視
野
に
入
れ
、
駅
前
の
再
整

備
を
進
め
た
い
。

駅
東
側
に
も
多
く
の
バ
ス
が
待

機
す
る
。
一
部
を
除
い
て
歩
道

も
な
い
幅
６
メ
ー
ト
ル
道
路
を

歩
行
者
と
バ
ス
が
重
な
り
、
危

険
を
感
じ
て
い
る
が
ど
う
か
。

駅
東
側
で
も
安
全
性
に
配
慮
し

た
交
通
処
理
空
間
を
確
保
し
て

い
く
た
め
、
企
業
バ
ス
ヒ
ア
リ

ン
グ
で
意
向
確
認
を
し
た
い
。

Ｊ
Ｒ
稲
沢
駅
と
国
府
宮
駅
を
都

市
拠
点
と
位
置
付
け
、
公
共
交

通
で
繋
ぐ
と
し
て
い
る
が
、
Ｊ

Ｒ
稲
沢
駅
か
ら
の
公
共
交
通
は

減
ら
さ
れ
日
曜
祝
日
は
極
端
に

少
な
く
、
タ
ク
シ
ー
に
頼
る
し

か
な
い
。
こ
れ
で
も
都
市
拠
点

か
。

体
系
的
な

公
共
交
通

の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を

検
討
し
て

い
き
た
い
。

女
性
の
視
点
か
ら
の
地
域
防
災
力
向
上
に

　
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

服部礼美香議員

渡辺ちなみ議員

服部　猛議員

渡辺幸保議員

安
心
で
き
る
介
護
保
障
の
充
実
に
つ
い
て

介
護
保
険
料
は
３
年
ご
と
に
見

直
し
さ
れ
、２
０
０
０
年
度
の

基
準
月
額
２
千
６
２
８
円
か
ら

現
在
は
１・８
倍
の
４
千
８
０
０

円
と
な
り
、共
産
党
の
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
で
も
、保
険
料

が
高
い
と
感
じ
る
方
が
７
割
も

い
る
。公
費
負
担
50
％
の
う
ち

市
は
12
・
５
％
と
介
護
保
険
法

で
決
ま
っ
て
い
る
が
、次
期
保

険
料
改
定
に
向
け
、低
所
得
者

世
帯
に
配
慮
し
た
応
能
負
担
を

強
め
、公
費
の
負
担
増
で
保
険

料
を
引
き
下
げ
ら
れ
な
い
か
。

今
６
月
議
会
で
世
帯
全
員
が
市

民
税
非
課
税
の
第
１
か
ら
３
段

階
ま
で
の
低
所
得
の
方
の
保
険

料
を
引
き
下
げ
る
た
め
、条
例

の
一
部
改
正
と
補
正
予
算
の
計

上
を
し
て
お
り
、来
年
度
分
の

引
き
下
げ
も
提
案
予
定
で
あ
る
。

市
を
含
む
近
隣
12
市
の
低
所
得

者
層
の
介
護
保
険
料
を
調
査
し

た
と
こ
ろ
第
1
段
階
で
12
市
中

５
位
、２
段
階
で
７
位
、３
段
階

で
６
位
で
あ
り
高
い
と
い
う
認

識
は
持
っ
て
い
な
い
。

高
齢
者
は
安
全
・
安
心
の
専
門

職
に
よ
る
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

を
求
め
て
い
る
。ま
た
、職
員
の

報
酬
額
を
引
き
下
げ
れ
ば
事
業

が
成
り
立
た
ず
撤
退
の
ケ
ー
ス

が
生
じ
て
い
る
。要
支
援
１
、２

の
人
が
介
護
支
援
地
域
総
合
支

援
事
業
と
な
り
、サ
ー
ビ
ス
は

低
下
し
て
い
な
い
か
。

訪
問
型
・
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
は
、緩
和
基
準
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
と
現
行
相
当
の
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
し
て
お
り
、低
下

は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

生
活
に
密
着
し
た
女
性
の
視
点

を
災
害
時
に
生
か
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

女
性
は
地
域
の
繋
が
り
が
強
く
、

子
育
て
や
介
護
の
経
験
者
が
多

数
い
る
。

女
性
の
視
点
を
大
切
に
す
る
こ

と
は
、子
ど
も
や
高
齢
者
の
支

援
に
も
繋
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

女
性
の
防
災
士
や
防
災
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
は
急
務
で
あ
り
参

加
を
呼
び
掛
け
て
い
く
。

避
難
所
で
の
性
犯
罪
等
の「
２

次
被
害
」を
な
く
す
た
め
に
防

犯
ブ
ザ
ー
の
備
蓄
な
ど
、対
策

を
講
じ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

総
合
防
災
訓
練
に
お
い
て
、稲

沢
警
察
署
の
協
力
で
災
害
時
の

性
犯
罪
の
危
険
性
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
て
い
る
。

ホ
イ
ッ
ス
ル
を
備
蓄
し
、必
要

な
方
に
渡
る
よ
う
順
次
体
制
を

整
え
て
い
く
。

総
合
防
災
訓
練
だ
け
で
は
不
十

分
で
あ
り
、市
民
セ
ン
タ
ー
単

位
で
避
難
所
開
設
訓
練
が
必
要

で
は
な
い
か
。

毎
年
、防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講

座
に
お
い
て
、避
難
所
運
営
を

模
擬
体
験
す
る
ゲ
ー
ム
や
避
難

所
に
つ
い
て
考
え
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
て
い
る
。

本
年
は
総
合
防
災
訓
練
３
会
場

の
う
ち
１
会
場
で
避
難
所
運
営

ゲ
ー
ム
を
行
う
予
定
。

昨
年
、避
難
所
開
設
ま
で
の
一

連
の
流
れ
を
実
際
に
体
験
し
た

自
主
防
災
会
が
あ
り
、こ
う
し

た
積
極
的
な
活
動
を
各
自
主
防

災
会
に
も
広
め
て
い
き
た
い
。

旧
平
和
支
所
跡
地
に
建
設
さ
れ

る
認
定
こ
ど
も
園
の
規
模
や
整

備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

現
在
あ
る
平
和
地
区
の
保
育
園

の
在
園
児
童
と
共
働
き
家
庭
の

増
加
を
加
味
し
た
規
模
で
公
募

し
、障
が
い
児
保
育
や
様
々
な

保
育
ニ
ー
ズ
を
勘
案
し
、業
者

に
工
夫
を
求
め
て
い
く
。令
和

２
年
１
月
末
ま
で
に
事
業
者
を

決
定
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

須
ケ
谷
川
東
側
工
区
の
平
和
工

業
団
地
の
状
況
は
。

４
区
画
の
う
ち
１
区
画
は
、製

造
業
者
と
契
約
が
成
立
。３
区

画
は
、企
業
庁
へ
全
て
申
込
が

あ
り
現
在
審
査
中
で
あ
る
。

平
和
ら
く
ら
く
プ
ラ
ザ
内
の
以

前
保
健
セ
ン
タ
ー
が
あ
っ
た
場

所
の
活
用
状
況
は
。

検
診
室
の
カ
ー
テ
ン
や
パ
ー
テ

―
シ
ョ
ン
を
撤
去
し
、会
議
室

と
し
て
、
生
活
困
窮
者
自
立
支

援
事
業
の
一
環
で
あ
る
学
習
支

援
事
業
（
通
称
ブ
リ
ッ
ジ
ル
ー

ム
）
や
手
話
基
礎
講
座
を
定
期

開
催
し
て
い
る
ほ
か
、
今
年
度

よ
り「
夏
休
み
親
子
手
話
教
室
」

を
開
催
す
る
。さ
ら
に
、西
町
に

あ
る
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
の
廃
止
後
は
、そ
の
機
能
を一

部
移
転
さ
せ
活
用
す
る
。

平
和
工
業
団
地
の
企
業
と
ら
く

ら
く
プ
ラ
ザ
の
連
携
は
。

ら
く
ら
く
プ
ラ
ザ
は
、浴
場
、

バ
ー
デ
ィ
プ
ー
ル
、ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ル
ー
ム
を
備
え
た
施
設
で

あ
り
、従
業
員
の
仕
事
帰
り
に

利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、ま

た
、連
携
し
て
何

ら
か
の
事
業
に
取

り
組
め
る
こ
と
も

あ
る
と
思
う
た
め
、

指
定
管
理
者
と
調

整
し
て
い
く
。

名鉄国府宮駅周辺の様子

平和らくらくプラザ

…… 議員の質問 
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平
和
地
区
の
中
心
整
備
と

　
平
和
ら
く
ら
く
プ
ラ
ザ
に
つ
い
て

「
国
府
宮
駅
周
辺
再
整
備
優
先

　
で
い
い
の
か
」に
つ
い
て

「
市
街
地
再
開
発
事
業
」
で
取

り
組
む
計
画
は
、
今
年
度
基
本

計
画
を
策
定
し
23
年
に
組
合
設

立
、
26
年
度
工
事
着
手
、
事
業

予
算
は
、
事
業
の
決
定
後
に
明

確
に
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
が
、
整
備
区
域
の
地
権
者
の

賛
同
は
得
ら
れ
て
い
る
の
か
。

現
在
は
構
想
段
階
で
地
権
者
全

員
の
意
向
把
握
は
で
き
て
い
な
い
。

完
成
に
10
年
以
上
か
か
る
。
そ

の
間
、
国
府
宮
駅
ロ
ー
タ
リ
ー

の
混
雑
を
放
置
す
る
の
か
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
」
は
、

名
鉄
バ
ス
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し

便
利
に
な
っ
た
。
ま
だ
、
余
裕

が
あ
る
の
で
企
業
の
送
迎
バ
ス

も
利
用
で
き
る
よ
う
、
名
鉄
と

交
渉
す
べ
き
で
は
。

企
業
の
意
向
調
査
も
し
、
名
鉄

バ
ス
セ
ン
タ
ー
利
用
の
可
能
性

も
視
野
に
入
れ
、
駅
前
の
再
整

備
を
進
め
た
い
。

駅
東
側
に
も
多
く
の
バ
ス
が
待

機
す
る
。
一
部
を
除
い
て
歩
道

も
な
い
幅
６
メ
ー
ト
ル
道
路
を

歩
行
者
と
バ
ス
が
重
な
り
、
危

険
を
感
じ
て
い
る
が
ど
う
か
。

駅
東
側
で
も
安
全
性
に
配
慮
し

た
交
通
処
理
空
間
を
確
保
し
て

い
く
た
め
、
企
業
バ
ス
ヒ
ア
リ

ン
グ
で
意
向
確
認
を
し
た
い
。

Ｊ
Ｒ
稲
沢
駅
と
国
府
宮
駅
を
都

市
拠
点
と
位
置
付
け
、
公
共
交

通
で
繋
ぐ
と
し
て
い
る
が
、
Ｊ

Ｒ
稲
沢
駅
か
ら
の
公
共
交
通
は

減
ら
さ
れ
日
曜
祝
日
は
極
端
に

少
な
く
、
タ
ク
シ
ー
に
頼
る
し

か
な
い
。
こ
れ
で
も
都
市
拠
点

か
。

体
系
的
な

公
共
交
通

の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を

検
討
し
て

い
き
た
い
。

女
性
の
視
点
か
ら
の
地
域
防
災
力
向
上
に

　
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

服部礼美香議員

渡辺ちなみ議員

服部　猛議員

渡辺幸保議員

安
心
で
き
る
介
護
保
障
の
充
実
に
つ
い
て

介
護
保
険
料
は
３
年
ご
と
に
見

直
し
さ
れ
、２
０
０
０
年
度
の

基
準
月
額
２
千
６
２
８
円
か
ら

現
在
は
１・８
倍
の
４
千
８
０
０

円
と
な
り
、共
産
党
の
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
で
も
、保
険
料

が
高
い
と
感
じ
る
方
が
７
割
も

い
る
。公
費
負
担
50
％
の
う
ち

市
は
12
・
５
％
と
介
護
保
険
法

で
決
ま
っ
て
い
る
が
、次
期
保

険
料
改
定
に
向
け
、低
所
得
者

世
帯
に
配
慮
し
た
応
能
負
担
を

強
め
、公
費
の
負
担
増
で
保
険

料
を
引
き
下
げ
ら
れ
な
い
か
。

今
６
月
議
会
で
世
帯
全
員
が
市

民
税
非
課
税
の
第
１
か
ら
３
段

階
ま
で
の
低
所
得
の
方
の
保
険

料
を
引
き
下
げ
る
た
め
、条
例

の
一
部
改
正
と
補
正
予
算
の
計

上
を
し
て
お
り
、来
年
度
分
の

引
き
下
げ
も
提
案
予
定
で
あ
る
。

市
を
含
む
近
隣
12
市
の
低
所
得

者
層
の
介
護
保
険
料
を
調
査
し

た
と
こ
ろ
第
1
段
階
で
12
市
中

５
位
、２
段
階
で
７
位
、３
段
階

で
６
位
で
あ
り
高
い
と
い
う
認

識
は
持
っ
て
い
な
い
。

高
齢
者
は
安
全
・
安
心
の
専
門

職
に
よ
る
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

を
求
め
て
い
る
。ま
た
、職
員
の

報
酬
額
を
引
き
下
げ
れ
ば
事
業

が
成
り
立
た
ず
撤
退
の
ケ
ー
ス

が
生
じ
て
い
る
。要
支
援
１
、２

の
人
が
介
護
支
援
地
域
総
合
支

援
事
業
と
な
り
、サ
ー
ビ
ス
は

低
下
し
て
い
な
い
か
。

訪
問
型
・
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
は
、緩
和
基
準
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
と
現
行
相
当
の
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
し
て
お
り
、低
下

は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

生
活
に
密
着
し
た
女
性
の
視
点

を
災
害
時
に
生
か
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

女
性
は
地
域
の
繋
が
り
が
強
く
、

子
育
て
や
介
護
の
経
験
者
が
多

数
い
る
。

女
性
の
視
点
を
大
切
に
す
る
こ

と
は
、子
ど
も
や
高
齢
者
の
支

援
に
も
繋
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

女
性
の
防
災
士
や
防
災
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
は
急
務
で
あ
り
参

加
を
呼
び
掛
け
て
い
く
。

避
難
所
で
の
性
犯
罪
等
の「
２

次
被
害
」を
な
く
す
た
め
に
防

犯
ブ
ザ
ー
の
備
蓄
な
ど
、対
策

を
講
じ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

総
合
防
災
訓
練
に
お
い
て
、稲

沢
警
察
署
の
協
力
で
災
害
時
の

性
犯
罪
の
危
険
性
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
て
い
る
。

ホ
イ
ッ
ス
ル
を
備
蓄
し
、必
要

な
方
に
渡
る
よ
う
順
次
体
制
を

整
え
て
い
く
。

総
合
防
災
訓
練
だ
け
で
は
不
十

分
で
あ
り
、市
民
セ
ン
タ
ー
単

位
で
避
難
所
開
設
訓
練
が
必
要

で
は
な
い
か
。

毎
年
、防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講

座
に
お
い
て
、避
難
所
運
営
を

模
擬
体
験
す
る
ゲ
ー
ム
や
避
難

所
に
つ
い
て
考
え
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
て
い
る
。

本
年
は
総
合
防
災
訓
練
３
会
場

の
う
ち
１
会
場
で
避
難
所
運
営

ゲ
ー
ム
を
行
う
予
定
。

昨
年
、避
難
所
開
設
ま
で
の
一

連
の
流
れ
を
実
際
に
体
験
し
た

自
主
防
災
会
が
あ
り
、こ
う
し

た
積
極
的
な
活
動
を
各
自
主
防

災
会
に
も
広
め
て
い
き
た
い
。

旧
平
和
支
所
跡
地
に
建
設
さ
れ

る
認
定
こ
ど
も
園
の
規
模
や
整

備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

現
在
あ
る
平
和
地
区
の
保
育
園

の
在
園
児
童
と
共
働
き
家
庭
の

増
加
を
加
味
し
た
規
模
で
公
募

し
、障
が
い
児
保
育
や
様
々
な

保
育
ニ
ー
ズ
を
勘
案
し
、業
者

に
工
夫
を
求
め
て
い
く
。令
和

２
年
１
月
末
ま
で
に
事
業
者
を

決
定
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

須
ケ
谷
川
東
側
工
区
の
平
和
工

業
団
地
の
状
況
は
。

４
区
画
の
う
ち
１
区
画
は
、製

造
業
者
と
契
約
が
成
立
。３
区

画
は
、企
業
庁
へ
全
て
申
込
が

あ
り
現
在
審
査
中
で
あ
る
。

平
和
ら
く
ら
く
プ
ラ
ザ
内
の
以

前
保
健
セ
ン
タ
ー
が
あ
っ
た
場

所
の
活
用
状
況
は
。

検
診
室
の
カ
ー
テ
ン
や
パ
ー
テ

―
シ
ョ
ン
を
撤
去
し
、会
議
室

と
し
て
、
生
活
困
窮
者
自
立
支

援
事
業
の
一
環
で
あ
る
学
習
支

援
事
業
（
通
称
ブ
リ
ッ
ジ
ル
ー

ム
）
や
手
話
基
礎
講
座
を
定
期

開
催
し
て
い
る
ほ
か
、
今
年
度

よ
り「
夏
休
み
親
子
手
話
教
室
」

を
開
催
す
る
。さ
ら
に
、西
町
に

あ
る
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
の
廃
止
後
は
、そ
の
機
能
を一

部
移
転
さ
せ
活
用
す
る
。

平
和
工
業
団
地
の
企
業
と
ら
く

ら
く
プ
ラ
ザ
の
連
携
は
。

ら
く
ら
く
プ
ラ
ザ
は
、浴
場
、

バ
ー
デ
ィ
プ
ー
ル
、ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ル
ー
ム
を
備
え
た
施
設
で

あ
り
、従
業
員
の
仕
事
帰
り
に

利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、ま

た
、連
携
し
て
何

ら
か
の
事
業
に
取

り
組
め
る
こ
と
も

あ
る
と
思
う
た
め
、

指
定
管
理
者
と
調

整
し
て
い
く
。

名鉄国府宮駅周辺の様子

平和らくらくプラザ

…… 議員の質問 
…… 市の答弁Q A& 質疑・一般質問 Q&A



第
３
次
稲
沢
市
環
境
基
本
計
画

　
に
つ
い
て

小
中
学
校
や
公
立
保
育
園
を
含

む
公
共
施
設
の
ご
み
の
収
集
は
、

家
庭
系
、
事
業
系
ど
ち
ら
で
行

っ
て
い
る
の
か
。

公
共
施
設
か
ら
出
る
ご
み
は
、

家
庭
系
ご
み
同
様
、
市
が
収
集

し
、
環
境
セ
ン
タ
ー
で
処
理
し

て
い
る
。

事
業
系
ご
み
と
し
て
各
施
設
が

民
間
業
者
に
委
託
し
て
い
る
市

も
あ
る
。
施
設
ご
と
に
ご
み
の

減
量
を
考
え
る
た
め
に
も
事
業

系
ご
み
で
収
集
す
べ
き
で
は
。

公
共
施
設
か
ら
出
る
一
般
廃
棄

物
は
事
業
系
一
般
廃
棄
物
に
あ

た
り
、
収
集
運
搬
は
認
可
業
者

か
事
業
者
自
ら
が
行
う
必
要
が

あ
る
た
め
市
で
収
集
し
て
い
る
。

ご
み
出
し
の
ル
ー
ル
の
徹
底
と

ご
み
減
量
に
努
め
て
い
く
。

公
明
党
は
平
成
27
年
に
食
品
ロ

ス
削
減
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
を
発
足
し
立
法
化
に
向
け

努
力
を
し
て
き
た
。
今
年
５
月

に
「
食
品
ロ
ス
削
減
推
進
法
」

が
成
立
し
た
が
、
食
品
ロ
ス
の

削
減
と
未
利
用
食
品
の
福
祉
的

活
用
に
つ
い
て
市
の
考
え
は
。

昨
年
10
月
、
消
費
生
活
展
に
て

食
品
ロ
ス
を
削
減
す
る
た
め
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
活
動
で
あ
る
フ

ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
開
催
し
、
米
、

飲
料
水
、
調
味
料
、
缶
詰
な
ど

４
６
９
点
、
重
量
で
４
２
５
㎏

の
寄
付
を
い
た
だ
い
た
。
今
年

は
環
境
セ
ン
タ
ー
で
一
定
期
間

開
催
し
、
食
品
ロ
ス
の
削
減
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

市
民
へ
の
啓
発
と
し
て
は
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
「
さ
ん
ま
る
い

ち
ま
る
運
動
」
を
紹
介
し
、
宴

席
時
の
食
べ
残
し
の
減
少
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

木全信明議員

杤本敏子議員

件　　　　　名 議決結果議案番号

議案第   33号 全員賛成 可決

（報告）

（請願）

稲沢市地区市民センター設置条例の一部を改正する条例について

議案第   34号 全員賛成 可決稲沢市行政不服審査法施行条例の一部を改正する条例について

議案第   35号 賛成多数 可決稲沢市介護保険条例の一部を改正する条例について

議案第   36号 賛成多数 可決稲沢市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

議案第   37号 賛成多数 可決稲沢市障害児施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例につ
いて

議案第   38号 賛成多数 可決稲沢市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例について

議案第   39号 全員賛成 可決稲沢市企業立地促進条例の一部を改正する条例について

議案第   40号 全員賛成 可決稲沢市火災予防条例の一部を改正する条例について

議案第   41号 全員賛成 可決稲沢市総合特別区域法第２３条第１項の規定に基づく準則を定める条例を
廃止する条例について

議案第   42号 賛成多数 可決稲沢市新分庁舎整備ほか工事の請負契約の締結について

議案第   43号 全員賛成 可決学校給食用備品一式の物品供給契約の締結について

議案第   44号 全員賛成 可決化学消防ポンプ自動車（Ⅱ型）の物品供給契約の締結について

議案第   45号 全員賛成 可決稲沢市道路線の認定について

議案第   46号 賛成多数 可決令和元年度稲沢市一般会計補正予算（第１号）

議案第   47号 賛成多数 可決令和元年度稲沢市介護保険特別会計補正予算（第１号）

議案第   48号 全員賛成 可決令和元年度稲沢市一般会計補正予算（第２号）

報告第     2号 専決処分の報告について

報告第     3号 平成30年度稲沢市一般会計継続費繰越計算書の報告について

報告第     4号 平成30年度稲沢市一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について

報告第     5号 平成30年度尾張都市計画事業稲沢西土地区画整理事業特別会計繰越明許費繰越計算書の報告につ
いて

報告第     6号 平成30年度稲沢市水道事業会計継続費繰越計算書の報告について

報告第     7号 平成30年度稲沢市水道事業会計予算繰越計算書の報告について

報告第     8号 平成30年度稲沢市公共下水道事業会計予算繰越計算書の報告について

報告第     9号 平成30年度稲沢市土地開発公社決算の報告について

報告第   10号 平成31年度稲沢市土地開発公社資金計画及び予算の報告について

報告第   11号 平成31年度一般財団法人稲沢市文化振興財団事業計画及び収支予算の報告について

請願第     1号 賛成少数 不採択公的年金制度の改善を国へ求める請願

請願第     2号 賛成少数 不採択後期高齢者医療費の自己負担を２割にしないことを求める請願

請願第     3号 賛成少数 不採択「消費税10％増税の中止を求める意見書」採択を求める請願

人
口
減
少
に
対
応
で
き
る
新
た
な

　
住
宅
建
設
施
策
に
つ
い
て

人
口
減
少
へ
10
年
間
の
短
期
ビ

ジ
ョ
ン
で
対
応
で
き
る
新
た
な

施
策
は
あ
る
の
か
。

市
街
化
調
整
区
域
内
に
お
け
る

地
区
計
画
の
設
定
条
件
を
拡
充

す
る
こ
と
に
加
え
、都
市
計
画

法
第
34
条
第
11
号
に
基
づ
く
条

例
で
の
区
域
指
定
に
よ
る
住
宅

建
設
を
可
能
に
す
る
手
法
が
あ

る
。

こ
の
条
例
指
定
に
つ
い
て
は
、

宅
地
を
面
整
備
し
て
供
給
す
る

手
法
と
は
異
な
り
、許
認
可
と

な
る
。こ
れ
ま
で
も
条
例
指
定

に
向
け
て
制
度
の
検
討
を
行
っ

て
お
り
、今
後
は
関
係
機
関
と

の
調
整
や
地
元
へ
の
説
明
会
を

経
て
、早
期
に
導
入
す
る
こ
と

を
予
定
し
て
い
る
。

本
市
は
農
業
を
中
心
と
し
て
栄

え
て
き
た
歴
史
が
あ
る
が
、農

業
推
進
す
る
地
域
再
編
を
再
構

築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期

の
よ
う
に
思
う
。そ
の
よ
う
な

観
点
で
、地
区
計
画
の
活
用
等

に
よ
る
新
た
な
住
宅
地
の
推
進

は
で
き
な
い
の
か
。

宅
地
供
給
は
開
発
を
伴
う
の
で
、

農
地
と
し
て
保
全
す
る
所
と
開

発
を
許
容
す
べ
き
所
を
明
確
に

区
別
す
る
の
が
肝
要
で
あ
る
。

地
区
計
画
の
活
用
は
、市
街
化

調
整
区
域
内
地
区
運
用
指
針
の

見
直
し
で
地
区
計
画
を
設
定
で

き
る
区
域
を
拡
充
す
る
こ
と
と

な
る
た
め
、見
直
し
段
階
に
お

い
て
農
地
の
保
全
に
も
配
慮
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、条
例
で
の
区
域
指
定
は
、

既
存
集
落
を
中
心
と
し
た
地
域

で
指
定
す
る
こ
と
を
想
定
し
て

い
る
。

…… 議員の質問 
…… 市の答弁Q A& 質疑・一般質問 Q&A



第
３
次
稲
沢
市
環
境
基
本
計
画

　
に
つ
い
て

小
中
学
校
や
公
立
保
育
園
を
含

む
公
共
施
設
の
ご
み
の
収
集
は
、

家
庭
系
、
事
業
系
ど
ち
ら
で
行

っ
て
い
る
の
か
。

公
共
施
設
か
ら
出
る
ご
み
は
、

家
庭
系
ご
み
同
様
、
市
が
収
集

し
、
環
境
セ
ン
タ
ー
で
処
理
し

て
い
る
。

事
業
系
ご
み
と
し
て
各
施
設
が

民
間
業
者
に
委
託
し
て
い
る
市

も
あ
る
。
施
設
ご
と
に
ご
み
の

減
量
を
考
え
る
た
め
に
も
事
業

系
ご
み
で
収
集
す
べ
き
で
は
。

公
共
施
設
か
ら
出
る
一
般
廃
棄

物
は
事
業
系
一
般
廃
棄
物
に
あ

た
り
、
収
集
運
搬
は
認
可
業
者

か
事
業
者
自
ら
が
行
う
必
要
が

あ
る
た
め
市
で
収
集
し
て
い
る
。

ご
み
出
し
の
ル
ー
ル
の
徹
底
と

ご
み
減
量
に
努
め
て
い
く
。

公
明
党
は
平
成
27
年
に
食
品
ロ

ス
削
減
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
を
発
足
し
立
法
化
に
向
け

努
力
を
し
て
き
た
。
今
年
５
月

に
「
食
品
ロ
ス
削
減
推
進
法
」

が
成
立
し
た
が
、
食
品
ロ
ス
の

削
減
と
未
利
用
食
品
の
福
祉
的

活
用
に
つ
い
て
市
の
考
え
は
。

昨
年
10
月
、
消
費
生
活
展
に
て

食
品
ロ
ス
を
削
減
す
る
た
め
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
活
動
で
あ
る
フ

ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
開
催
し
、
米
、

飲
料
水
、
調
味
料
、
缶
詰
な
ど

４
６
９
点
、
重
量
で
４
２
５
㎏

の
寄
付
を
い
た
だ
い
た
。
今
年

は
環
境
セ
ン
タ
ー
で
一
定
期
間

開
催
し
、
食
品
ロ
ス
の
削
減
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

市
民
へ
の
啓
発
と
し
て
は
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
「
さ
ん
ま
る
い

ち
ま
る
運
動
」
を
紹
介
し
、
宴

席
時
の
食
べ
残
し
の
減
少
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

木全信明議員

杤本敏子議員

件　　　　　名 議決結果議案番号

議案第   33号 全員賛成 可決

（報告）

（請願）

稲沢市地区市民センター設置条例の一部を改正する条例について

議案第   34号 全員賛成 可決稲沢市行政不服審査法施行条例の一部を改正する条例について

議案第   35号 賛成多数 可決稲沢市介護保険条例の一部を改正する条例について

議案第   36号 賛成多数 可決稲沢市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

議案第   37号 賛成多数 可決稲沢市障害児施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例につ
いて

議案第   38号 賛成多数 可決稲沢市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例について

議案第   39号 全員賛成 可決稲沢市企業立地促進条例の一部を改正する条例について

議案第   40号 全員賛成 可決稲沢市火災予防条例の一部を改正する条例について

議案第   41号 全員賛成 可決稲沢市総合特別区域法第２３条第１項の規定に基づく準則を定める条例を
廃止する条例について

議案第   42号 賛成多数 可決稲沢市新分庁舎整備ほか工事の請負契約の締結について

議案第   43号 全員賛成 可決学校給食用備品一式の物品供給契約の締結について

議案第   44号 全員賛成 可決化学消防ポンプ自動車（Ⅱ型）の物品供給契約の締結について

議案第   45号 全員賛成 可決稲沢市道路線の認定について

議案第   46号 賛成多数 可決令和元年度稲沢市一般会計補正予算（第１号）

議案第   47号 賛成多数 可決令和元年度稲沢市介護保険特別会計補正予算（第１号）

議案第   48号 全員賛成 可決令和元年度稲沢市一般会計補正予算（第２号）

報告第     2号 専決処分の報告について

報告第     3号 平成30年度稲沢市一般会計継続費繰越計算書の報告について

報告第     4号 平成30年度稲沢市一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について

報告第     5号 平成30年度尾張都市計画事業稲沢西土地区画整理事業特別会計繰越明許費繰越計算書の報告につ
いて

報告第     6号 平成30年度稲沢市水道事業会計継続費繰越計算書の報告について

報告第     7号 平成30年度稲沢市水道事業会計予算繰越計算書の報告について

報告第     8号 平成30年度稲沢市公共下水道事業会計予算繰越計算書の報告について

報告第     9号 平成30年度稲沢市土地開発公社決算の報告について

報告第   10号 平成31年度稲沢市土地開発公社資金計画及び予算の報告について

報告第   11号 平成31年度一般財団法人稲沢市文化振興財団事業計画及び収支予算の報告について

請願第     1号 賛成少数 不採択公的年金制度の改善を国へ求める請願

請願第     2号 賛成少数 不採択後期高齢者医療費の自己負担を２割にしないことを求める請願

請願第     3号 賛成少数 不採択「消費税10％増税の中止を求める意見書」採択を求める請願

人
口
減
少
に
対
応
で
き
る
新
た
な

　
住
宅
建
設
施
策
に
つ
い
て

人
口
減
少
へ
10
年
間
の
短
期
ビ

ジ
ョ
ン
で
対
応
で
き
る
新
た
な

施
策
は
あ
る
の
か
。

市
街
化
調
整
区
域
内
に
お
け
る

地
区
計
画
の
設
定
条
件
を
拡
充

す
る
こ
と
に
加
え
、都
市
計
画

法
第
34
条
第
11
号
に
基
づ
く
条

例
で
の
区
域
指
定
に
よ
る
住
宅

建
設
を
可
能
に
す
る
手
法
が
あ

る
。

こ
の
条
例
指
定
に
つ
い
て
は
、

宅
地
を
面
整
備
し
て
供
給
す
る

手
法
と
は
異
な
り
、許
認
可
と

な
る
。こ
れ
ま
で
も
条
例
指
定

に
向
け
て
制
度
の
検
討
を
行
っ

て
お
り
、今
後
は
関
係
機
関
と

の
調
整
や
地
元
へ
の
説
明
会
を

経
て
、早
期
に
導
入
す
る
こ
と

を
予
定
し
て
い
る
。

本
市
は
農
業
を
中
心
と
し
て
栄

え
て
き
た
歴
史
が
あ
る
が
、農

業
推
進
す
る
地
域
再
編
を
再
構

築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期

の
よ
う
に
思
う
。そ
の
よ
う
な

観
点
で
、地
区
計
画
の
活
用
等

に
よ
る
新
た
な
住
宅
地
の
推
進

は
で
き
な
い
の
か
。

宅
地
供
給
は
開
発
を
伴
う
の
で
、

農
地
と
し
て
保
全
す
る
所
と
開

発
を
許
容
す
べ
き
所
を
明
確
に

区
別
す
る
の
が
肝
要
で
あ
る
。

地
区
計
画
の
活
用
は
、市
街
化

調
整
区
域
内
地
区
運
用
指
針
の

見
直
し
で
地
区
計
画
を
設
定
で

き
る
区
域
を
拡
充
す
る
こ
と
と

な
る
た
め
、見
直
し
段
階
に
お

い
て
農
地
の
保
全
に
も
配
慮
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、条
例
で
の
区
域
指
定
は
、

既
存
集
落
を
中
心
と
し
た
地
域

で
指
定
す
る
こ
と
を
想
定
し
て

い
る
。

…… 議員の質問 
…… 市の答弁Q A& 質疑・一般質問 Q&A



件　　　　　名 議決結果議案番号

議案第   31号 賛成多数 可決稲沢市税条例等の一部を改正する条例について

議案第   32号 賛成多数 可決稲沢市都市計画税条例の一部を改正する条例について

請 　 願
第 ３ 号

請 　 願
第 １ 号

請 　 願
第 ２ 号

議 　 案
第 4 7号

議 　 案
第 4 6号

議 　 案
第 3 2号

議 　 案
第 3 1号

議 　 案
第 4 2号

議 　 案
第 3 8号

議 　 案
第 3 7号

議 　 案
第 3 6号

議 　 案
第 3 5号

志
　智
　
　
　央

木
　全
　信
　明

服
　部
　礼
美
香

遠
　藤
　
　
　明

魚
　住
　
　
　明

東
　野
　靖
　道

六
　鹿
　順
　二

津
　田
　敏
　樹

吉
　川
　隆
　之

加
　藤
　孝
　秋

杤
　本
　敏
　子

渡
　辺
　ち
な
み

木
　村
　喜
　信

長
　屋
　宗
　正

杉
　山
　茂
　和

出
　口
　勝
　実

野
　村
　英
　治

平
　野
　寛
　和

網
　倉
　信
太
郎

服
　部
　
　
　猛

川
　合
　正
　剛

渡
　辺
　幸
　保

議員名

議案
番号

※ 全員が賛成した議案は記載を省略しています。
※ 長屋宗正議員は議長のため採決には加わりません。

（○は賛成、●は反対、欠は欠席）

本会議の映像・会議録が見られます本会議の映像・会議録が見られます
稲沢市ホームページ　トップページから 稲沢市議会　トップページ  

録画映像欄の再生ボタンを押すと、
映像が流れます。

この画面が
出るまで下へ
スクロール

クリック！ 稲沢市議会 をクリック

本会議録画映像 をクリック

議会会議録検索 をクリック

ご覧になりたい日程をクリックすると、
会議録が見られます。

クリック！

クリック！

ご覧になりたいところを
クリックしてください。
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■ 議会報告会 Ｐ２～Ｐ５
■ ６月定例会・４月臨時会 
　　　 一般会計補正予算・請願 Ｐ６
　　　 質疑・一般質問（12人） Ｐ７～Ｐ１２
　　　 ６月定例会議決結果 Ｐ１３
　　　 ４月臨時会議決結果・賛否表 Ｐ１４
■ 本会議の映像・会議録が見られます Ｐ１５
■ 表彰・傍聴について・９月定例会開催予定 Ｐ１６

2019
８月号

５月 1 8 日 に 開 催 しまし た 議 会 報 告 会 に ご 参 加 い た だ き 、あり が とう ご ざ い まし た 。
( 詳 細 は 、次 頁 以 降 に 掲 載 し て い ま す 。)

表
彰

　
全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会

（
６
月
11
日
・
東
京
都
）
が
開
催
さ

れ
、
次
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

○
議
員
15
年
表
彰

　
本
会
議
は
、
市
役
所
３
階
の
議
場

で
午
前
９
時
30
分
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
次
回
開
催
の
９
月
定
例
会
会
期
日

程
（
案
）
を
ご
案
内
し
ま
す
。

８
月

　
20
日
（
火
） 

開
会

　
23
日
（
金
） 

質
疑
・
一
般
質
問

　
26
日
（
月
） 

質
疑
・
一
般
質
問

　
27
日
（
火
） 

総
務
委
員
会

　
28
日
（
水
） 

文
教
厚
生
委
員
会

　
29
日
（
木
） 

経
済
建
設
委
員
会

　
30
日
（
金
） 

委
員
会
予
備
日

９
月

　
２
日
（
月
） 

委
員
会
予
備
日

　
３
日
（
火
） 

議
会
運
営
委
員
会

　
４
日
（
水
） 

閉
会

※
日
程
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
細
は
、
議
会
事
務
局
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

9
月
定
例
会
開
催
予
定

長屋宗正議員杤本敏子議員杉山茂和議員

傍聴にお越しください
～どなたでも傍聴できます～

◎　聴覚に障がいのある方が傍聴の際に、手話通訳が
　ご利用できます。
　※７日前までに市福祉課でお手続きをお願いいたします。

◎　車いす利用者の方の議場における傍聴が可能です。
　※ご利用の方は前日までに議会事務局にご連絡ください。


